
－１－ 

様式第２号 

視察研修先 兵庫県神戸市 氏名 荒木 春吉 

視察研修項目 「こども・若者ケアラー支援事業」について 

１．今年の６月１２日に施行の、子ども・若者育成支援推進法でヤングケアラーが

明記された。若者とは４０歳未満を指している。 

 

２．ヤングケアラーとお手伝いの違いは、 

 ①親が居るか否か 

 ②勉強・遊びへの影響 

 ③本人の希望が通るか否か の３点が重要。 

 

３．ヤングケアラー問題は、1980年代から英国が取り組み、豪州ではヤング・アダ

ルトケアラーと呼んでいる。御市では、市長案件でもあり、１０年はかかるだろ

うと言われている。 

 

４．８月５日の朝日新聞１，２面によると、神戸市の人口は昨年１０月の時点で１

５０万人を切ったそうだ。２０余りの大学があっても人口減少は止まらないと

のこと。この施策が有効な手立てとなるか。 

 

５．説明者の微に入り細を穿った弁舌には流石と思った。適確な資料とともに頭が

下がった。御市隆盛を祈る。 

 



－２－ 

様式第２号 

視察研修先 兵庫県明石市 氏名 荒木 春吉 

視察研修項目 「子育て施策（第二子以降保育料無料、給付型奨学金）」について 

１．御市の人口は令和４年より３，０００人以上も増加している。これも奨学金制

度は元より、その他の児童・生徒対策が充実している賜物だ。 

 

２．毎日新聞での田原総一朗氏の対談相手は、前市長の泉房穂氏であった。日本の

教育にいかにお金を使っていないかを指摘していた泉氏は５つ（給食、医療、保

育料等）の無償化を私が推進したと主張していた。 

 

３．御市の奨学金制度は、令和２年の３，５００万円余りが本年は５倍の１．５億

円となっている。これでも未だ不足なのだろうか。 

 

４．御市の保育所・幼稚園等、第二子以降の完全無料化は、国・県よりはるかに進

んでいて、年齢と所得の制限もなし。 

 

５．学習支援は市内３か所で行っており、年間利用者は１００名未満だが、これも

将来への播種行為としての小事が大事という発想だ。 

 



－３－ 

様式第２号 

視察研修先 大阪府寝屋川市 氏名 荒木 春吉 

視察研修項目 「要支援者の機能を改善！通所型サービス（短期集中）」について 

１．御市が取り組む総合事業の目的は、 

①社会参加②介護予防③生活支援の３点である。 

 

２．平成３０年度から始まった通所型サービス（短期集中）のモデル事業での研究

対象者は、すぐ介入するＡ群と、後から介入するＢ群の二手に分けている。 

 

３．特別養護老人ホームや有料老人ホームでのかかる費用は月１３～２０万円（令

和元年寝屋川市会報より）である。 

 

４．訪問指導は１回の報酬額が７，５００円。短期集中の利用率向上、適切なサー

ビスの選定、ケアマネージャーの技術向上等の効果あり。 

 

５．通所型サービスの１回の報酬額は６，８００円。運動および口腔機能向上と栄

養改善の３内容である。宿題ノートも大切。 

 


